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２０２０年度事業報告書 
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アニマルパスウェイと野生生物の会 
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2020年4月～2021年3月における当会活動について、以下に報告いたします。 

本活動は公益信託大成建設自然歴史保護基金(2019年11月～1年間)、公益信託経団連自然保護基金、 

セブンイレブン記念財団活動助成により実施いたしました。 

１. 事業実施の方針 

樹上性野生生物のロードキルからの防護および森林の生物多様性保全に資するためアニマルパスウェイ

の普及を通じて、教育啓発・設置支援活動を推進しました。 

２．役員会 4月25日 2020年度理事会のWebでの開催 

2020年度の初めにあたり、4月15日に奥田監事により昨年度の決算内容についての監査が行われまし

た。新型コロナの影響で、前もって決算資料を精査いただき、日本ではまだ難点の印鑑を頂戴する時間の

み短時間事務局と監事が会うことで処理しました。 

4月25日には役員会議をZoomによるWeb会議で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に昨年度の報告書、決算についてと本年度の計画と予算が主体でした。 

本年度は幸いセブンイレブン記念財団ならびに経団連自然保護基金より助成を賜ることができ、 

新型コロナの感染の終息状況を見定めながら、下記の活動を実施する予定で決議しました。 

本年度の主な活動内容 

・北杜市の実証用アニマルパスウェイ（2005年建設）の解体・検証 

・富士山における遺伝子解析ならびにロードキル解析のまとめと、自治体への提案 

・帯広市のアニマルパスウェイのモニタリング支援 

・北杜市、那須町のアニマルパスウェイのモニタリング設備の補修 

・エコプロダクツ2020への出展 

・その他の啓発活動 

 

３．社員総会と会員数について 

本年度はCOVID-19の影響により多くの活動が制限され、総会も郵便により行いました。また同時に開催

しましたアニマルパスウェイ研究会は6月8日にZoom会議として実施しました。アニマルパスウェイ研究会メ

ンバー、ゲストを含めて 24 名が参加しました。 

総会において第1号～3号議案は満場一致で議決され、昨年度報告、本年度計画が決まりました。 

会員数は2021年3月末時点で特別会員1名、正会員24名、一般会員19名、賛助会員8社となりました。 

総数44名8社です。当会が事務局であるアニマルパスウェイ研究会に ApWA 会員以外で2社、2団体が 

所属しています。 

 

４．アニマルパスウェイの普及啓発活動 

１）展示会等におけるポスター・模型展示、絵本小冊子やリーフレットの配布 

絵本パンフ「ヤマネのマルくん南の森へ」を常設の清泉寮ヤマネミ ュージアム、那須平成の森 FC、富士山ア

ウトドアミュージアム、盛岡市動物公園等で配布頂いています。また、当会および研究会のリーフレット 3種

 

https://www.animalpathway.org/豕穂ｺｺ讎りｦ・
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「森と命を繋ぐ」、「一般社団法人アニマルパスウェイと野生生物の会」および「森林の生物多様性保全活動」に

ついても様々な機会に配布しておりますが、イベントやミュージアム等もCOVID-19の旅行の自粛等により低

調でした。 

２）環境教育教材への貢献 

  ①SAPIX小学部（日本入試センター）:5年生サピックスecoクラブ 

テキスト「里山」にビオトープをトンネルや橋でつなぐでアニマルパスウェイ掲載予定 

  ②啓林館：デジタル教科書にアニマルパスウェイ動画映像(2分)提供および 

  ③東京書籍：高校教科書（具体的教科書名は非公表）にアニマルパスウェイ写真提供 

    ④第一学習社：教科書『高等学校 生物基礎』および『高等学校 新生物基礎』へ 

アニマルパスウェイ関係写真提供 

    ⑤千葉大学大学院の「総合危機管理特論」の講義の e-learning コンテンツに写真提供 

    ⑥啓林館：中学校英語教科書にアニマルパスウェイを英文で 

３）寄付自販機普及 

新たに 2020 年度は 6 月より盛岡市動物公園資料館に 1 台（みちのくコカ・コーラボトリング㈱）設置頂い

た。現在までの設置台数は合計 20 台であり、今後も樹上性動物の啓発および財政基盤確保のために設

置を推進して参ります。現在設置されている企業・団体は以下の通りです。 

＜一般の方がアクセス可能な自販機のある場所＞ 

〇盛岡市動物公園動物資料館 

〇ウッドビレッジ伊奈ヶ湖 

〇公益財団法人キープ協会清泉寮 

〇那須平成の森フィールドセンター 

以下は企業内に設置されています。 

〇大成建設設計本部 

〇大成建設株式会社横浜支店桂台トンネル作業所 

〇大成建設株式会社東北支店磯鶏地区作業所 

〇株式会社東京建設コンサルタント 

 

４）国内外学会等での発表・普及 

①本年はCOVID-19の関係で4月開催予定のIENE2020は延期となり、2021年1月12日～14日に開催され、リ

モート参加しました。レポートをまとめ会員HPにて情報共有しました。 

②7月にコロンビアで開催予定であった熱帯雨林に関する国際学会でのアニマルパスウェイの発表も中止と

なり、機会をみて発表機会を探るものとします。 

③日本哺乳類学会の学会誌「MAMMAL STUDY」に当会と実施した富士山スバルライン周辺のネズミ類の

遺伝子解析を福山大佐藤先生が査読論文として投稿、2020年10月にMammal Studyに掲載されました。 

④5月にトヨタのGAZOOに当センター主催（当会共催）「野生生物と交通」研究発表会と帯広畜産大学 浅

利先生が取材協力され、「クルマも動物も守る！ ロードキルを防ぐための設備」が掲載されました。アニ

マルパスウェイもご紹介いただいております。 

https://gazoo.com/article/daily/200502.html 

 

５）出前授業などで 

     北杜市、尾鷲市、隠岐中条町などでの小学校でヤマネやアニマルパスウェイに関連して、出前授業を開催

しており、当会の「ヤマネのマルくん南の森へ」を生徒の提供配布。2月19日には尾鷲小と隠岐の中条小で

ヤマネ交流のリモート授業を実施、アニマルパスウェイも紹介されました。（NHK等で紹介された） 
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http://moriokazoo.org/
https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/sisetsu/shisetsu/wood-village-inagako/
https://www.seisenryo.jp/
http://www.nasuheiseinomori.go.jp/
https://gazoo.com/article/daily/200502.html


4 

 

６）その他の講演会など 

    7月27日東工大の田町キャンパスにおいて東工大の建築系のOBによる「日本橋フォーラム」に招かれ、アニ

マルパスウェイと樹上性野生生物の話をさせて頂きました。 

 

５．アニマルパスウェイ研究会、情報交換会、茶話会開催 

１）６月８日：Zoom会議によりアニマルパスウェイ研究会兼情報交換会開催 

アニマルパスウェイ研究会をweb会議(zoom）で17名が参加し開催いたしました。 

講演内容は「富士スバルライン周辺における野ネズミの遺伝的多様性の調査」について、 

福山大学准教授 佐藤 淳先生にPPTを用いてお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は講演概要です。 

これまでの絶滅期の中で、人類の影響による第6の絶滅期は過去200万年の絶滅速度に比べ 

極めて早くこの150年で1058種（29400種の脊椎動物中）が絶滅するとされている。 

その中で、生息地の分断化が遺伝子分化を引き起こす。直接的な高い絶滅リスクを示すものではないが、

絶滅に影響を及ぼす可能性がある。既に開通後約60年を経ている富士山スバルラインの両側で調査は

2015年より実施しており、トラップで捕らえた野ネズミ（ヒメネズミ、アカネズミ、スミスネズミ）から組織を採取

し、ミトコンドリアDNAを分析し、遺伝子の多様性を評価。木登りが上手なヒメネズミに遺伝子の多様性に影

響がみられた。 

アニマルパスウェイの提案等に利用できる成果です。今後さらなる調査に加え、ヤマネや 

二ホンリスの調査も続けて参ります。 

  

２）情報交換会開催（9月13日、12月6日、2月27日）  

9月期のアニマルパスウェイ情報交換会を開催しました。参加者は18名でした。 

テーマは「富士山周辺道路におけるロードキルの要因調査・解析とAPWの候補地提案」でした。園田理事と

APWの提案関連で登山電車計画などの情報について大石さんからもお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

12月期は浅利先生から帯広市APWのモニタリングシステムとロードキルアプリ「BIOEM」のお話しあり、 

2月期は尾鷲のAPWへの新しいAPWの提案内容、富士山スバルラインへの提案状況、IENE2020の情報を 
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交換しました。 

 

３）Zoom茶話会(5月31日、6月28日、7月26日) 

     COVID-19の影響で集まっての会議ができない分、補完的にZoom茶話会を開催しました。 

毎回7名～13名程度が参加し、活動に関するアイディアや提案、会員の趣味などについて情報交換できま

した。7月26日の午後3時から第3回目のWeb茶話会を開催しました。参加は少なかったのですが、実証用

APWの検証や生き物調査やその同定アプリなどについて大いに話が盛り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）8月3日 経団連自然保護協議会、KNCF活動成果報告会 

アニマルパスウェイ研究会は経団連主催の企業とNGOの懇談会から誕生しました。何かと精神的、財政的支

援を経団連自然環境協議会ならびに基金から得ておりますが。この度、経団連自然保護協議会として初めて

のTeamsによるWeb報告会を開催し、その第1弾として、助成を受けている二ホンヤマネ保護研究グループと

ApWAの2団体が機会を得ました。 

当日は経団連自然保護協議会の企画部会の委員の皆様、湊ゼミの皆様、当会からは会長、岩本副代表理事

らが参加し、代表理事よりApWAの最近の活動、湊先生より二ホンヤマネの現況と保護活動、SDGｓカルタに

ついての紹介が活動報告としてなされました。 

経団連自然保護協議会の出席者へのアンケートでも概ね好評でした。 

５）8 月 29 日環境省「グッドライフアワードギャザリング２０２０」にて報告 

2015 年の第 2 回グッドライフアワードにて環境大臣賞優秀賞を頂戴しました。その縁で一昨年から過去の受

賞者が一堂に会するギャザリングが開始され、可能な限り出席しております。今回は、新型コロナの影響でや

はり Zoom 上での開催となりました。中井環境事務次官はじめ４０数名が参加されました。過去に賞を得た１４

件が発表され、それぞれ興味深い内容でした。当会湊会長からは第２回の受賞者を代表して「森と命を繋ぐ歩

道橋アニマルパスウェイの開発と普及」についてその後の展開をお話し頂きました。代表理事からも実証用

APWの耐久性などについて話をしました。国立公園等でアニマルパスウェイの設置検討を推進頂けるとあり

がたいですね。詳しくは環境省の HP に掲載されてます。 

https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/report20200829gathering07.html 

  

 

 
 

 

 
 

https://www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/goodlifeaward/report20200829gathering07.html
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６．アニマルパスウェイの保全活動 

１）7月29日～30日 那須平成の森アニマルパスウェイのカメラ修理 

一昨年から1台のモニタリングカメラが故障していましたので、エンウィットにお願いし修理に行いました。天候

不順で2日掛けて調整しました。今後も多くの野生生物のAPW周辺での生態がモニタリングできるとよいと思

います。 

また、管轄する環境省の日光国立公園那須管理官事務所の新任の上席国立公園管理官にもお会いして、お

話しすることができました。他の国立公園のご担当へのアニマルパスウェイのPRもお願いしました。 

なお、2018年5月から9月の夜間のモニタリングデータを解析しましたところ、ヒメネズミとヤマネが交互に頻繁

に利用している様子がわかりました。ヒメネズミは2頭が利用している状況もあり、ヤマネも2以上の別個体が

利用していると思われます。また、森へ続く導入路として使用しているFEP管の中からヒメネズミ、ヤマネが現

れることがあり、十分通路として役立っているようです。降雨時にも利用されています。その他の利用生物とし

てはザトウムシ、カガンポ、クモ類、クサキリの仲間、ヤママユガの仲間、コウモリ類、猛禽類などがモニタリン

グされています。赤外映像なので、種名の同定には時間が掛ると思いますが、樹上性の小動物以外にも樹

冠付近の多くの生き物がアニマルパスウェイを利用しています。また周辺をフィールドカメラでも撮影中。 

 

 

 

 

 

 

 

２）8月4日～7日 実証用APWの検証・解体(清里）を実施。 

本年は初めてのアニマルパスウェイである実証用アニマルパスウェイを建設して15年になります。 

当初、建設時点では耐久性として15年を謳っていましたので、検証の必要がありました。 

コロナ禍の折、外出自粛の時期ですので、人員を限定して検証活動を実施しました。解体工事は近郊の南アルプス市 

の浜崎電設に依頼し、北杜市在住の湊会長と饗場理事に様々な段取りをお願いしました。検証当日は、岩本理事、 

奥田監事、代表理事がそれぞれ公共交通機関を避け、車にて参加し、検証ならびに撤去作業を行いました。 

8月4日 キープ協会内の私道に設置したAPWのため、車や外部の人の入場には、牧畜への影響を避けるため、 

      石灰撒きならびに重機進入のための道路補強作業を実施 

8月5日 現地集合、検証打ち合わせ 

8月6日 動物侵入柵の撤去、支柱の倒れ状況確認、高所作業車による目視検証、最下点の位置計測、解体した 

      APWの地上での検証、供試体の確保、搬出作業 

8月7日 支柱の抜柱作業、根入状況確認、LANケーブル撤去作業などを行い終了 

      なお、ワイヤー試料を試験機関にて強度試験、腐食等の検査後、岩本理事を中心に報告書を作成予定 

      です。耐久年数は大幅に伸びると考えております。 

9月中 東京製綱テクノスに主要部材のワイヤーの劣化や耐久性の検査を依頼した。 

10月一杯で実証用の検証報告書をまとめた。（報告書は別添） 
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３）11月15日、2月13日北杜市APWのモニタリング装置点検・修理 

  

 

 

 

 

 

 

   11月15日と2月13日に北杜市の1号機、2号機のAPWのモニタリング装置を点検しました。 

APW設置から13年（1号機）と10年（2号機）が経過しており、現在の野生動物の利用状況を検証する目的で 

2021年度にモニタリングを再開するための準備作業で、カメラ交換などを行いました。 

 

７．アニマルパスウェイに関するロードキル・生態調査、提案支援 

１）富士山周辺道路におけるロードキルの要因調査 

富士山アウトドアミュージアムで調査しているロードキルデータに加え、その要因となる事項を調査分析し、

今後国内外にて研究発表する予定。なお成果は富士山周辺の関連自治体や道路管理者へのロードキル対策

の提案などに役立てます。 

第 1 回目 2019年3月12日 :昼間交通量調査、園田、湊、舟津、饗場、栁川 

第 2 回目 2019年4月18 日～19日:昼間交通量調査、園田、舟津、岩本早代、大竹 

第 3 回目 2019年5月18日～19日 :夜間交通量調査、園田、嶋、岩本 

第 4 回目 2019年6月29日～30日 :夜間交通量調査、園田、嶋、岩本、舟津 

第 5 回目 2019年8月17日～18日 :夜間交通量調査、リスの痕跡調査、園田、猪熊、大竹 

第６回目 2019年10月26日～27日:リス痕跡調査、園田、後藤、岩本早代 

第７回目 2019年12月14日   :リス等樹上性動物痕跡調査、園田 

第８回目 2020年1月19日    :リス等樹上性動物痕跡調査、園田 

 

2020年度は調査に加え、会員の末次さんのご協力で道路要素をインターネット上の道路情報から読み取

り、本成果をまとめ、山梨県などへのロードキル対策のひとつとしてアニマルパスウェイを提案する 

予定です。本調査解析には多くの会員の皆さんのご協力で実施しております。 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            標高による二ホンリス                            生息調査 

 

 

  

   



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              道路構造の解析                     アニマルパスウェイの適地候補 

 

 ２）富士山スバルライン周辺におけるネズミ類の遺伝子解析調査 

福山大学准教授 佐藤 淳先生が中心となり、数回の野生のネズミ類のサンプリング調査を実施し、種類、高

度、道路などの影響について遺伝子解析を実施しました。アカネズミとヒメネズミのスバルラインの両側での

比較結果、半樹上性のヒメネズミの遺伝子の分化傾向が低いことがわかりました。基本的に道路による分

断の影響が表れています。本年度はその結果をまとめ日本哺乳類学会のMAMMAL STUDYにて発表しま

す。なお、サンプリング数をより追加するとともに、巣箱調査などを加えていきたいと思います。 

これらの結果とロードキルデータを併せ、各関連主体にアニマルパスウェイの設置提案をしていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

富士スバルライン

5-th station

B2
B1

A2
A1

D2
D1

E2

E1
F2

F1
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G2

C

富士山

132°E 138°E 144°E

42°N

36°N

Sato et al. (2020) 投稿中  

シャーマントラップ

・箱式アルミ製の生け捕りワナ
・齧歯類、食虫類等の小型哺乳類の捕獲に用いる
・地面に設置する。
・内部の踏み板の上に動物が乗ると，その体重でトリガーが
はずれ，入り口のフタが閉まる。

 

富士山にて 2018年11月4～5日  

0
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40

~1200 m ~1300 m ~1450 m ~1500 m ~1600 m ~1700 m ~2200 m

Apodemus argenteus Apodemus speciosus Myodes smithii

Sato et al. (2020) 投稿中

富士山における標高別の野ネズミの分布

ヒメネズミ アカネズミ スミスネズミ

アカネズミとヒメネズミはすみ分ける傾向にある

アカネズミとスミスネズミは高標高域で少ない

 

10人20遺伝子

赤型遺伝子：10個

白型遺伝子：10個

世代数

赤
型
遺
伝
子
頻
度

世代数

50人100遺伝子

赤型遺伝子：50個

白型遺伝子：50個

コンピュータシミュレーション

個体数が少ないと多様性は低下しやすい

 

アカネズミ Apodemus speciosus ヒメネズミ Apodemus argenteus

0%

50%

100%

E1 E2

n=11 n=8

Hst = 0.085 
(P < 0.001)

No shared
Haplotypes

0%

50%

100%

D1 D2

n=15 n=20

Hst = 0.092 
(P > 0.05)

Sato et al. (2020) 投稿中

富士スバルラインによる遺伝的分化

ヒメネズミに影響あり
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３）帯広市市道上のアニマルパスウェイへの支援 

十勝歯科医師会が進めている稲田小学校前のアニマルパスウェイ設置について帯広市の許可が得られたそ

うです。3年前より当会メンバーの帯広畜産大の栁川先生や浅利先生がご指導され2019年10 月14 日に建設され

10 月 21 日には小学生が参加し譲渡式が行われました。 

なお、モニタリングについて、浅利先生が計画いただき、周辺のエゾリスへのPITチップの挿入とその通過記

録調査研究をアニマルパスウェイで実施します。そのための探知記録システムとPITチップ費用について支

援を実施しました。また帯広畜産大の研究ともクラウドファンディング（RADYFOR）を実施、エゾリスなどのモ

ニタリング研究費用を調達されました。機器を設置され、モニタリングを開始しました。 

 

 

 

 

 

 

           検知器                 検知器の設置     アニマルパスウェイの形状 

 

４）紀勢国道下のAPWの撤去とそれに伴う新たなAPW（エコタイプ）の開発と設置支援 

2月11日～13日に当会メンバーが尾鷲の紀勢国道（高速道路）の工事用仮設橋撤去に伴い、橋梁下に設置され

ていたAPW3基を撤去するとのことで、植林し樹木が育つ間は別の簡易な自然に帰る材料のAPWに切り替えたい

との要望があり、その開発提案のための現地調査を実施しました。主に自然材料を使用したエコタイプのAPWを

開発提案し、3月上旬に設置完了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．他研究会との連携 

  本年はCOVID-19の影響で多くの研究会が開催されず、なかなか対面での研究会はなされておりませんでした

が、道路生態研究会は6月、11月にWeb開催。また2021年2月15日には札幌にて当会共催でZoomにて 

「野生生物と交通研究発表会」が開催され、研究会メンバーのヤマネ・いきもの研究所を紹介した。海外としては

IENE2020（ポルトガル）にリーモート参加、世界の線状インフラと野生生物に関する情報を共有し、会員に発信。 
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９．メディアなどによる啓発活動 

 ①2020 年 9 月 3 日 8:33 より FM FUJIで放送 

  関西学院大学湊ゼミで製作した SDGｓカルタをアニマルパスウェイで協力関係にある北杜市、尾鷲市の教育 

  委員会されました。その内容は FM  FUJIで 2 週に渡り放送されるとともに様々メディアに取材され掲載され 

  ています⇒https://www.fmfuji.jp/ 

   詳しくは姉妹団体 DWI（ヤマネ・いきもの研究所）の HPに掲載されています。 

 

 ②2020 年 9 月 30 日 NHK「ためしてガッテン」の当会理事出演。 

  健康や食についてためになるお話が多いのですが、今回はスペシャル番組で 72 分の 

  拡大版だそうです。テーマは「珍仕事人スペシャル」で、清水建設の生き物スペシャリストの 

  小松裕幸さんが出演されました。アニマルパスウェイのモニタリング映像も流されました。 

  家に小さな害虫が入りこむ原因と対策についてわかりやすい目からうろこのお話しでした。 

  NHKのためしてガッテン HP⇒こちら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     大月のリスの橋建設のお話とともに北杜市の              左が小松理事 

アニマルパスウェイのモニタリング映像 

 ③2021 年 3 月 8 日 毎日新聞（山梨版） 

富士スバルライン周辺に生息する野ネズミの遺伝子を調査、道路が影響して樹上性のヒメネズミに影響

があることが判明という記事を福山大の佐藤准教授、湊会長を取材し掲載された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

https://www.fmfuji.jp/
https://yamane-ikimono.org/
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 ④2021 年 3 月 12 日 J-Wave ENEOS for our earth 

SDGｓの目標１５の陸の豊かさを守るとしてアニマルパスウェイが取り上げられ、湊会長がゲストとして出

演、関西地方では 13 日に放送された。 

１０．会の基盤強化プロジェクト 

①SNSにおける情報発信の充実：Instagram、Twitter、FBなどでの発信（HP とリンク） 

②人的基盤：理事の増加、会員増強については実施しており、会員も徐々にであるが増加 

③財政基盤：つながる募金が毎月募金あり、自販機の増加(盛岡市動物公園)、会費収入の増加 

④技術基盤：APWのマニュアルの充実：APWの保守点検,検証の結果、耐用年数大幅に増大 

⑤連携基盤：道路生態研究会、ロードエコロジー研究会、富士山アウトドアミュージアム、北杜市、尾鷲市、 

        帯広畜産大、福山大、関西学院大などとの連携強化 

１１．助成及び寄付金 

当会並びにアニマルパスウェイ研究会の活動は様々な助成と寄付金、会費によって成り立っています。 

下記に 2019 年度に頂戴した主な助成先・寄付名称を記して感謝申し上げます。 

 

  [助成]：公益信託経団連自然保護基金、セブンイレブン記念財団(2020 年度) 

       公益信託大成建設自然歴史環境基金(2019 年度) 

 

[自販機寄付]： 

〇ウッドビレッジ伊奈ヶ湖  〇公益財団法人キープ協会清泉寮  

〇環境省那須平成の森フィールドセンター  〇盛岡市動物公園 Zoomo資料館 

〇大成建設（設計本部、横浜支店桂台トンネル作業所、東北支店磯鶏地区作業所） 

〇株式会社東京建設コンサルタント 

 

[つながる募金]： 

カードやスマホなどを通してポイント募金などで、本年度は毎月頂戴している。 

 

[その他の寄付、募金]： 

 その他 HP閲覧者、会員などよりご寄付を賜りました。 
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１２．実施日程表 

項目 月日 イベント 場所 

監査 4 月 15日 2019年度監査 所沢 

役員会 4 月 25日 理事会、決算、本年度事業計画 Web会議 

ﾆｭｰｽレター 4 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行   

茶話会 5 月 31 日 11名参加 Web会議 

ﾆｭｰｽレター 5 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   

研究会 6 月 13 日 道路生態研究会 メール 

総会 6 月 12日予定  2019年度決算・事業報告、2020年度予算

等承認 

郵送 

情報交換会 6 月 8日 富士山遺伝子・ロードキル要因解析発表 

(福山大学 准教授 佐藤淳氏） 

Web会議 

茶話会 6 月 28日  名参加 Web会議 

ﾆｭｰｽレター 6 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行 Web会議 

茶話会 7 月 26日 アニマルパスウェイと樹上性動物 Web会議 

講演 7 月 27日 日本橋フォーラムにてアニマルパスウェイの

開発と普及について講演 

東工大田町

キャンパス 

現地作業 7 月 29日～30日 那須平成の森 APWのカメラ交換、点検作業 那須町 

モニタリング 7 月 30日～10月下旬 那須町カメラ交換、フィールドカメラ設置 那須町 

ﾆｭｰｽレター 7 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行 Web会議 

報告会 8 月 3日 経団連自然保護協議会 NGO報告会 Web会議 

現地作業 8月 4日～8月 7日 実証用 APWの解体・検証 北杜市 

情報交換会 8 月 11日 環境省ヒアリング Web会議 

報告会 8 月 29日  環境省グッドライフアワードギャザリング Web会議 

ﾆｭｰｽレター 8 月 31 日 アニマルパスウェイ通信発行   

学会 9 月 5日～8日 日本哺乳類学会 東京農大 

提案 9月 8日 山梨県文化財担当（富士スバルラインヒアリ

ング） 

県庁舎 

情報交換会 9 月 12日 富士山ロードキル要因解析結果について Web会議 

ﾆｭｰｽレター 9 月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行   

メディア 9 月 30 日 NHKためしてガッテンに小松理事出演 Web会議 

出前授業 10月 16日 尾鷲小学校出前授業  

役員会 10月 24日 前期事業報告、後期事業承認など Web会議 

報告 10月 30日 KNCF中間報告提出  

ﾆｭｰｽレター 10月 31日 アニマルパスウェイ通信発行  

現地作業 11月 2日 那須平成の森 APWのモニタリング機器調査 那須町 

研究会 11月 14日 道路生態研究会 Web会議 

現地作業 11月 15日 北杜市 APW1，2号機のモニタリング機器修理 北杜市 

ﾆｭｰｽレター 11月 30 日 アニマルパスウェイ通信発行  

情報交換会 12月 6日 帯広市 APWのモニタリング状況、RKアプリ Web会議 

ﾆｭｰｽレター 12月 31 日/1月 1日 アニマルパスウェイ通信発行  

報告書 1月 5日 公益信託大成建設自然歴史環境基金報告書  

会議 1月 10日 尾鷲 Wの新たな APW・アニメ打ち合わせ Web会議 

国際会議 1月 12日～14日 IENE2020（ポルトガル） Web会議 

ﾆｭｰｽレター 1月 31日 アニマルパスウェイ通信発行  

調査 2月 11日～13日 尾鷲市紀勢道の新たな APW設置のための調査 尾鷲市 

現地作業 2月 13日 北杜市 APWのモニタリング機器修理 北杜市 

研究会 2月 15日 野生生物と交通研究発表会パネル展示 Web会議 

情報交換会 2月 27日 尾鷲市 APおよび富士山 APW,IENE2020 報告 Web会議 

ﾆｭｰｽレター 2月 28日 アニマルパスウェイ通信発行  

講義 3月 4日 会長の大学最終講義 Web会議 

メディア 3月 8日 毎日新聞に富士スバルライン  

メディア 3月 12日 J-WAVE ENEOS for our earthの SDGsで APW  

観察会 3月 14日 北杜市市民対象：ヤマネ・リスの暮らし方 Web会議 

ﾆｭｰｽレター 3月 31日 アニマルパスウェイ通信発行  
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